
　

平
成
２
年
に
田

　

部
地
区
で
温
泉

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
残
る
そ
の
井
戸

を
活
用
し
、
地
中
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
る
考

え
は
。

町長＝公共施設の建設や改修などで導入を検討

問

今 後 の 地 中 熱 エ ネ ル ギ ー の 活 用 は

　

建
設
中
の

　

伊
南
保
育
所

と
、
来
年
度
か
ら
建
設
予

定
の
役
場
新
庁
舎
に
地
中

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
施
設
へ
の
導

入
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
具

体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
公
共
施
設

の
建
設
や
改
修
な
ど
で
、

無
散
水
融
雪
も
含
め
た
地

中
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
検
討
し
ま
す
。

　

今
後
の
地
中
熱

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
計
画
は
。

町
長

問

　

地
中
熱
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
を
効

率
的
に
利
用
す
る
に
は
、

井
戸
の
中
に
採
熱
パ
イ
プ

を
通
し
て
砂
で
隙
間
を
な

く
し
、
掘
削
す
る
深
さ
と

本
数
を
決
め
る
た
め
の
採

熱
試
験
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

田
部
地
区
の
井
戸
は
約

１
４
０
０
㍍
の
深
さ
が
あ

り
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
と

現
在
の
技
術
で
は
１
５
０

㍍
以
上
の
深
さ
に
は
対
応

で
き
な
い
の
で
、
現
実
的

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

町
長

畦け
い
は
ん畔
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
を

町
長
＝
必
要
に
応
じ
て
検
討

　

町
内
の
水
田
に

　

は
、
畦
畔
の
高

さ
が
５
㍍
以
上
に
達
す
る

箇
所
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
斜
面
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
て
、
米
づ

く
り
と
発
電
事
業
の
「
半

農
半
電
」を
推
進
し
て
は
。

問
　

耕
作
放
棄
地

　

や
遊
休
農
地

の
解
消
に
有
効
な
施
策
で

す
が
、
維
持
管
理
に
必
要

な
作
業
道
の
確
保
や
電
力

線
ま
で
の
距
離
、
積
雪
対

策
、農
地
へ
の
影
響
な
ど
、

事
業
の
採
算
性
や
地
域
へ

の
波
及
効
果
な
ど
総
合
的

な
観
点
か
ら
判
断
し
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
ま

す
。 町

長

畦畔を利用した小松堀排水路発電施設の太陽光パネル
（新潟市亀田郷土地改良区内）

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
地
中
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
実
現
さ
せ
健
康
増
進
を

　
・
グ
リ
ー
ン
投
資
減
税
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
へ
の
民
間
参
入
拡
大
を
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議会だより

  

湯
田　
　

哲　

議
員

町政を問う
一 般 質 問


